
                                           

このリーフレットは、特別活動や総合的な時間などにおいて、過去の地震被害について理解を深め、今後発生する恐れがある地震に対して、生徒

自らが安全を確保するための適切な行動や日頃から意識しておくことなどについて考え、防災意識を高めることをねらいとしています。 

 

 
理科との関連を図りながら、地震発生の仕組みや震度とマグニチュードの

違いなどについて理解を深めさせます。 

指導のポイント！ 

地震がわかる！Q&A 

「地震がわかる！Q&A」（地震調査研究推進本部）の７ページを参照。 

もっと詳しく！ 

避難訓練を実施する前など、防災意識を高める指導を行う際に、命を守る

ために自分たちにできることについて理解を深めさせます。 

指導のポイント！ 

「自分の命を守る」行動が、家族が落ち着いて避難することや災害発生時に

救援や救護に当たる人員を確保することにつながり、結果として「他人の命を

守る」ことになることを説明します。 

 
日本は、世界の陸地の 0.3％にも満たない国土ですが、世界で発生する地

震のおよそ 10％が日本とその周辺で発生していると言われています。日本海

溝や千島海溝などはプレートの境界となっており、その付近ではこれまでも

大きな地震が発生しています。 

 特に北海道では、図にあるように過去に幾度も大地震が発生し、大きな被

害を受けています。今後、太平洋の海溝付近で「500 年間隔地震」や内陸の

活断層による都市周辺での地震発生が懸念されており、日頃から地震の発生

に備えることが必要であることを理解させます。 

指導のポイント！ 

もっと詳しく！ 

 日本付近で発生した主な被害地震（人的被害を伴った地震）については、気象

庁のウェブページで紹介されています。 

日本付近で発生した主な被害地震 

地震がわかる！Q&A 

「地震がわかる！Q＆A」（地震調査研究推進本部）では、

地震に関する基礎的な内容から専門的な内容まで、Q＆A 形式

でわかりやすく紹介されています。 

日本の地震活動 地域別の特徴 

「日本の地震活動〈第２版〉」（地震調査研究推進本部）では、

北海道地方の地震活動の特徴が地域別に紹介されています。ま

た、千島海溝沿いの十勝沖と根室沖のプレート間地震が連動

し、400～500 年間隔で発生する「500 年間隔地震」につい

ても紹介されています。 

「３．北海道地方の地震活動の特徴」の 45 ページを参照。

 
緊急地震速報が発表されてから揺れがくるまでは、数秒か

ら十数秒しかありませんが、適切に対応することによって安

全を確保することができます。気象庁のパンフレット「緊急

地震速報」を活用するなどして、揺れがくるまでの間にでき

ることを考えさせます。 

指導のポイント！ 

緊急地震速報 リーフレット 



                                         

 
地震発生時に日常の生活場面で発生する危険な状況を具体的に想定させ

ながら、自らの身を守るための適切な行動について考えさせます。 

また、下欄の「落ち着いて行動しよう！」を参考に、揺れが収まった後は

安全な場所に速やかに避難するなど、自分自身を守るための行動について理

解を深めます。 

１ 登下校のとき 

 通学路の様子を思い出しながら、地震による大きな揺れがあったときに倒れ

てきたり落ちてきたりしそうなもの（塀、自動販売機、看板、窓ガラス、電柱

など）について考えさせ、危険から身を守る方法について指導します。 

 

２ 教室で授業を受けているとき 

 地震による揺れがあったとき、教室、理科室、図書室、家庭科室などで危険

なものを考えさせ、実際に机の下に速やかにかくれたり、危険な場所から離れ

たりする動作をとらせるなど、危険から身を守る方法について指導します。 

 

３ 休み時間や放課後のとき 

 地震が発生したことを想定し、実際に廊下や階段、体育館や校庭などで安全

な場所を確認するよう指導します。屋内では照明の落下や割れた窓ガラスの飛

散、屋外では外壁の落下などの危険があるので、地震による揺れがあったとき

は、危険な場所から速やかに離れ、揺れが収まるまで安全な場所にとどまるよ

う指導します。 

 

４ 帰宅後や外出しているとき 

 スーパー、図書館、バスなどの中にいるとき、ビルが密集する場所にいると

き、海岸や河川の近くにいるときなど、具体的な場面をあげながら考えさせま

す。特に、多くの人が集まる場所では避難指示に従い、落ち着いて行動するこ

とが必要であることを指導します。 

 
地震が発生したときの具体的な対応や日頃からの備えについて家族で話し

合い、児童や保護者の防災意識を高めます。また、家族で話し合ったことを

学級で交流し、危険回避能力の向上を図ります。 

日頃の備えで被害を減らす 

１「家具が倒れてけがをしたり･･･」のポイント 

 家具の転倒防止金具の取り付けや懐中電灯、ラジオ、非常食などの防災グッ

ズの準備、就寝前の衣服や運動靴（割れたガラスなどから足を守る）の用意な

ど、日頃からできる備えについて指導します。 
 

２「あなたの家では、いざというとき･･･」のポイント 

 避難場所や避難所を役場のウェブページなどで確認するよう指導します。ま

た、避難経路を実際に歩いて確認するとともに、降雪期の避難についても考え

させます。 
 

３「災害発生時に家族と電話で連絡がとれない･･･」のポイント 

 災害発生時は電話の使用が困難になるので、万一に備え、家族で避難先を確

認するよう指導します。また、「災害用伝言ダイヤル」の活用や避難するとき

には自宅に避難先を記載したメモを掲示するなどの方法も有効であることを

説明します。 
 

４「避難するときに必要なものや･･･」のポイント 

 避難で家を離れる場合には、地震後の火災発生を防止するために、ガスの元

栓を閉めたり、電気のブレーカーを落としたりすることを説明します。家族の

役割分担や緊急時に必要なものについて話し合うよう指導します。 
「政府インターネットテレビ」の「減災～日頃の備

えで被害を減らす」の番組では、いざというときのた

めの日頃の備えとして、転倒防止器具の取り付け方、

水や食料などの備蓄、災害発生時の心得などについて

紹介されています。 

指導のポイント！ 

指導のポイント！ 

もっと詳しく！ 


